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２０２２年９月２８日 

明治安田生命 子育てに関するアンケート調査を実施 

～育休を取得した男性の約４割 仕事のモチベーションがアップ！～ 

～子育て世帯、物価高による負担実感は８割以上！～ 

明治安田生命保険相互会社（執行役社長 永島 英器）は、０歳から６歳までの子どもが

いる既婚男女に「子育てに関するアンケート調査」を実施しましたのでご報告します。 

 

１.子育て世帯の働き方について 

（１）男性の育休について 

■男性の育休取得日数は昨年から長期化するも、取得率は昨年から減少 

男性の育休取得促進のカギは「職場の理解」！？ 

・育休制度改正で男性の育休取得が促進されるなか、育休を取得した男性は２３.１％と、 

昨年よりも３.３ｐｔ減少。一方、平均取得日数は長期間化の傾向 

・制度改正により「育休を取得しやすくなると思う」男性は４１.１％である一方で「取

得しやすくなると思わない」男性は３７.１％。「取得しやくすくならない」理由のトッ

プは、「職場の理解不足」（３２.８％）で、男性の育休取得促進に向けては、制度の理解

や利用しやすい環境づくり等、職場の理解が「カギ」に？ 

■育休を取得した男性の約４割が仕事のモチベーションがアップ！ 

・育休取得後、仕事のモチベーションが上がった人は約４割（３９.２％）で、育休取得が

仕事に好影響！モチベーションがアップした理由のトップは「子どもの世話を通じて仕事

も子育ても頑張ろうと思ったから」（５８.９％） 

・男性が育休を取得することで、子育てに加え、仕事にも良い影響があり、雇用主、働き手

ともに相乗効果が！ 

 

 

（２）仕事と子育ての両立について 

■子育て世帯の働く女性の約８割が、仕事と子育ての両立に難しさを痛感！ 

・仕事と子育ての両立が難しいと感じている人を男女別でみると、女性は８０.０％、

男性は７０.６％で、女性の方が、仕事と子育ての両立に難しさを感じている結果に 

・両立が難しい理由では、女性は仕事よりも子どもと過ごす時間を優先する意識が垣間

見える一方で、男性は職場の理解不足に難しさを感じる人が多く、男女間では理由に

ギャップが！ 

 

 

明治安田総合研究所 フェロー チーフエコノミスト 小玉 祐一が 

男性の育休取得について分析！ 

明治安田生命 人事部 ダイバーシティ推進室 室長が 

当社の両立支援に向けた取組みを紹介 
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以 上 

 

 

 

 

 

 

 

２.子育て世帯のお金について 

（１）子育てにかかる費用について 

■子育て世帯、物価高による負担実感は８割以上！食費が一番の負担に 

・物価高による子育ての費用への負担について聞いたところ、「子育て費用に負担を感じ

ている」と回答した人は８５.２％と、大半の人が物価高の影響を実感 

・子育てにかかる費用は、幼保無償化等により軽減されたものの、物価高によりその効

果が打ち消されている可能性も 

 

 

（２）子育て世帯の収入について 

■子育て世帯の男性平均年収アップも、若年層ではダウン 

・子育て世帯の年収は、男性６３８万円、女性１６８万円で、男女とも過去最高値 

・男性の年代別でみると、昨年と比べ、３５～４４歳のミドル層では、４１万円アップ

しているのに対し、２０～３４歳の若年層では１１万円ダウン 

 

 

３.子どもを望む意識について 

■子どもをもつ男性、子どもを「さらに欲しい」という気持ちは年々上昇 

一方女性は、金銭面での不安により「欲しいが難しい」が上昇！？ 

・子どもを「さらに欲しい」とした回答を男女別でみると男性は２.６ｐｔ上昇してお

り、過去５年間で男性の子どもを「さらに欲しい」という気持ちは最も高い結果に！ 

・一方、女性の「さらに欲しい」という回答は年々減少。また、女性の回答では、「欲し

いが難しい」が急上昇しており、その理由は、「将来の収入面に不安がある」(５５.

６％)など金銭面により「欲しいが難しい」と感じている人が多くみられる結果に！ 

・女性は金銭面の不安が解消されれば、子どもを「さらに欲しい」という気持ちになり

やすい？ 

明治安田総合研究所 フェロー チーフエコノミスト 小玉 祐一が 

子育てにかかる費用への物価高の影響について分析！ 

明治安田総合研究所 フェロー チーフエコノミスト 小玉 祐一が 

子育て世帯の男性の年収について分析！ 
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＜対象者の属性＞ 

  

1. 調査対象   

０歳から６歳までの子どもがいる既婚男女   

2. 調査エリア   

全国   

3. 調査期間   

２０２２年８月１日（月）～８月４日（木） 

4. 調査方法  

インターネット調査  

5. 有効回答者数   

１,１００人   

6. 回答者の内訳      

(単位：人)   

   
夫婦共働き 

妻（自身） 

が専業主婦 
計 

０歳から６歳までの子どもがいる既婚男性  ３３０  ２２０  ５５０ 

０歳から６歳までの子どもがいる既婚女性  ３３０  ２２０  ５５０ 

計  ６６０  ４４０  １,１００ 
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１.子育て世帯の働き方について 

（１）男性の育休について 

男性の育休取得日数は昨年から長期化するも、取得率は昨年から減少 

男性の育休取得促進のカギは「職場の理解」！？ 

○２０２１年６月に育児・介護休業法が改正され、２０２２年１０月から「産後パパ育休

（出生時子育て休業）」が施行されるなど、男性の子育て休業取得促進に向けた取組みが

進められています。 

○そうしたなか、０～６歳の子どもを持つ男性に育休の取得状況を聞くと、育休を取得 

した男性は２３.１％と、昨年より３.３ｐｔ減少しました。 

○育休を取得していない理由を聞くと、トップが「給与が減少する等、金銭的な面で取得 

しにくかった」（２１.０％）、次いで「利用するための職場の理解が不足している」（１９.

３％）でした。なお、育休を取得していない理由に「職場の理解不足」をあげた人の割合

は、昨年の約２倍（昨年１０.４％）となっています。 

○一方で、取得日数については、昨年の平均２１日から３０日に大幅に増加しました。どの

くらい取得したのかみてみると、「１日以上１週間未満」取得したという人の割合が減り、

「１カ月以上半年未満」取得者という人の割合が増えていることから、育休を取得した人

は、長期間取得したという傾向がみられました。 

○また、取得していない男性についても、取得しなかった理由として「配偶者が子育てをす

るため、子育ての人手が足りている」と回答した人の割合は、昨年から大幅に減少（昨

年： ９.２％→今年：１.０％）しています。こうしたことから、子育てを女性任せにす

るのではなく、自分ごととして捉えていることがうかがえます。 

○次に、制度改正により育休を取得しやすくなるかどうか、男性に聞いたところ、「取得し

やすくなると思う」と回答した人の割合が４１.１％であった一方で、「取得しやすくな

ると思わない」と回答した人の割合は３７.１％となりました。 

○「取得しやすくなると思わない」理由を聞くと、トップが「利用するための職場の理解

が不足している」（３２.８％）で、男性の育休取得を促進するためには、制度の理解や

利用しやすい環境づくりなど、職場の理解が「カギ」といえそうです。 
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■男性の育休取得率・取得日数（取得期間別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■育休を取得していない理由（育休未取得の男性が回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給与が減少す

る等、金銭的

な面で取得し

にくかった

利用するため

の職場の理解

が不足してい

る

長期職場を

離れ、職場に

戻る際の周囲

の雰囲気に不

安がある

長期職場を

離れ、仕事の

スキル・経験に

支障がでるた

め

配偶者が育

児をするため、

育児の人手が

足りている

育休を取得で

きる国や企業

の制度がある

ことを知らな

かった

昇進等に弊

害があるため

その他

（%） （%） （%） （%） （%） （%） （%） （%）

2022年 21.0 19.3 14.4 13.1 1.0 0.4 0.3 30.5

2021年 30.0 12.8 10.4 9.5 9.2 4.3 4.3 19.5

21.0
19.3

14.4
13.1

1.0 0.4 0.3

30.530.0

12.8
10.4 9.5 9.2

4.3 4.3

19.5

0%

20%

40%

2022年 2021年

０日
１日以上１

週間未満

１週間以上

１か月未満

１か月以上

３か月未満

３か月以上

半年未満
半年以上

取得する必

要がなかった

（%） （%） （%） （%） （%） （%） （%）

2022年 全体 65.8 9.5 7.7 3.5 1.8 0.6 11.2 253 30

2021年 全体 63.5 13.8 8.3 2.9 0.7 0.7 10.1 291 21

回答者数

（人）

平均（日：

０を含まな

い）

65.8

9.5 7.7
3.5 1.8 0.6

11.2

0%

20%

40%

60%

80%

取得率：２３.１％ 
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■制度改正により育休が取得しやすくなるか（男性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■制度改正で育休を取得しやすくなると思わないと回答した男性の理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

利用するため

の職場の理解

が不足してい

る

給与が減少す

る等、金銭的

な面で取得し

にくいから

長期職場を

離れ、職場に

戻る際の周囲

の雰囲気に不

安がある

長期職場を

離れ、仕事の

スキル・経験に

支障がでるた

め

制度がわかり

づらいから取

得しにくい

昇進等に弊

害があるため

配偶者が育

児をするため、

育児の人手が

足りている

育休中何をす

ればよいのか

わからない

その他

（%） （%） （%） （%） （%） （%） （%） （%） （%）

新制度で育休を取得しやす

くなると思わないと回答した

男性

32.8 30.4 13.7 9.3 5.9 2.5 0.5 - 4.9

32.8
30.4

13.7

9.3

5.9

2.5
0.5 0.0

4.9

0%

20%

40%
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育休を取得した男性の約４割が仕事のモチベーションアップ！ 

○育休を取得した男性に、育休後の仕事のモチベーションについて聞いてみました。 

○「モチベーションが上がった」と回答した人は約４割（３９.２％）で、職場復帰後、仕

事に前向きに取り組めているようです。 

○モチベーションが上がった理由のトップは「子どもの世話を通じ仕事も子育ても頑張ろ

うと思ったから」（５８.９％）、次いで「福利厚生が整っていていい会社だと思った」 

（２１.４％）でした。 

○男性にとって育休取得は、子育てのみならず、自身の仕事にも良い影響がありそうです。

また、企業にとっても、社員のエンゲージメント向上につながるなど、雇用主、働き手

ともに相乗効果があるかもしれません。 

 

■育休を取得した男性の育休後の仕事のモチベーション 

 

 

 

 

 

 

■仕事のモチベーションが上がった理由 

（育休取得後にモチベーションが上がった男性が回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育休中子ども

の世話を通

じ、家庭も仕

事も頑張ろう

と思ったから

福利厚生が

整っていていい

会社だと思っ

たから

夫婦関係が

良好となり、

仕事に対して

のモチベーショ

ンも上がったか

ら

気持ちがリフ

レッシュでき、

仕事に対して

のモチベーショ

ンも上がったか

ら

同僚・上司に

感謝の気持ち

が湧き、仕事

に対してのモチ

ベーションも上

がったから

その他

（%） （%） （%） （%） （%） （%）

育休取得後に

モチベーションが上がった

男性

58.9 21.4 12.5 5.4 1.8 -

58.9

21.4

12.5

5.4
1.8 0.0

0%

20%

40%

60%

80%
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■明治安田総合研究所フェロー チーフエコノミスト 小玉 祐一 

 

 

 

～フェロー チーフエコノミスト小玉 祐一はこう見る！～ 

まず、男性の育休取得日数が、平均２１日から３０日まで、約

１.５倍に増えたというのは大変いいニュースです。これまでの企

業の対策は、「まず取得ありき」というものが多く、取得率は上が

っても、取得期間は伸び悩む傾向にあったためです。 

もっとも、取得率の方は逆に３.３ｐｔ下がっています。６５.８％

もの男性が取得日数を０日と答えており、男性育休の普及がまだ

まだ道半ばである様子を示しています。 

今後は、新しい育児休業取得促進策の効果が期待されます。

２０２２年１０月からは、男性で最大４回の育休分割取得が可能

になるなど、取る側にとっての利便性が一段と向上します。 

２０２３年４月からは、従業員１,０００人を超える企業について

は、男性育休取得率の公表が義務付けられました。 

取得率の上昇と期間のさらなる長期化が期待されますが、育休

を取得しない男性が挙げる理由で最も多いのが、給与の減少等の

金銭的な問題です。これについては、育休手当からは社会保険料

を支払う必要がないため、多くの人が思っているほど手取り収入

が減らない可能性があることを周知する必要があると思います。 

次に多い理由が「職場の理解不足」であり、こちらの方が大き

な問題かもしれません。多くの男性が制度改正後も、職場の理解

不足を理由に、取得しやすくなるとは思わないと答えています。

この点、企業側の努力はまだまだ不十分のようです。 

アンケートでは、育休を取得した男性の約４割が、仕事へのモ

チベーションがアップしたと回答しています。親としての経験、

夫婦の円満化などが仕事にもプラスに働くようです。職場の風土

や働き方改革へのさらなる取り組み強化が必要といえそうです。 
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（２）仕事と子育ての両立について 

子育て世帯の働く女性の約８割が、仕事と子育ての両立に難しさを痛感！ 

○０～６歳の子どもを持つ共働きの男女に、仕事と子育ての両立について難しさを感じて

いるか聞いたところ、「とてもそう感じる」（３３.５％）「ややそう感じる」（４１.８％）

と、難しいと感じている人の合計は７５.３％でした。 

○難しいと感じている人を男女別でみると、女性は８０.０％、男性は７０.６％で、女性

の方が、仕事と子育ての両立に難しさを感じています。 

○次に、両立が難しいと感じている理由を聞くと、女性は、「子どもの送り迎えの時間等、

時間を気にして働かないといけないので」が５９.５％と最も高く、また、男女の差も最

も大きくなりました。（⇔男性３３.９％）次いで男女差が大きくみられた回答は「子ど

もと一緒にいる時間が少なく、子どもへの罪悪感があるので」（女性３９.４％⇔男性１

９.７％）で、女性は男性よりも１９.７ｐｔ高い結果です。女性は、保育園の送り迎え

や、子どもの急病の際の呼び出しなどのほか、子どもと過ごす時間そのものを優先する

意識が強いのかもしれません。 

○一方、男性の理由は、「仕事と子育ての両方にストレスがかかり、仕事子育てとも悪影響

になるので」（４３.８％）が最も高く、また、女性に比べ男性の方が高い意見となった

のは「子育てへの理解が無い職場なので」（男性１９.３％、女性９.１％）で、男性の子

育てへの「職場の理解」が不足していることがわかります。 

○子育ては女性だけでなく、男性も当事者であるという職場の意識改革が、男性の仕事と

子育ての両立のしやすさにつながるのかもしれません。 

 

■仕事と子育ての両立について難しさを感じているか（共働き世帯全体） 

 

 

 

 

 

 

 

両立が難しいと感じている人は７５.３％ 
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■仕事と子育ての両立について難しさを感じているか（共働き世帯男女別） 

 

 

 

 

 

 

 

■両立が難しいと感じる理由（共働き世帯男女別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事と育児の

両方にストレス

がかかり、仕事

育児とも悪影

響になるので

子どもの送り

迎えの時間

等、時間を気

にして働かな

いといけないの

で

突発的なこと

で仕事を途中

放棄すること

があり周囲に

きまずいので

子どもと一緒

にいる時間が

少なく、子ども

への罪悪感が

あるので

テレワークが利

用できないの

で

近くに配偶者

以外で子育て

を手伝ってくれ

る人がいない

ので

子育てへの理

解が無い職場

なので

昇格要件で

子どもがいな

い人と差が出

てしまうので

配偶者が非

協力的なので

転勤があり一

定の居住地で

こどもを育てら

れないので

その他

（%） （%） （%） （%） （%） （%） （%） （%） （%） （%） （%）

共働きの男性（①） 43.8 33.9 33.9 19.7 19.7 9.9 19.3 9.0 2.1 4.7 3.0

共働きの女性（②） 50.8 59.5 47.0 39.4 22.7 19.7 9.1 10.2 8.7 3.4 3.4

男女差（②-①） 7.0 25.6 13.1 19.7 3.0 9.8 ▲ 10.2 1.2 6.6 ▲ 1.3 0.4

43.8

33.9 33.9

19.7 19.7

9.9

19.3

9.0

2.1
4.7 3.0

50.8

59.5

47.0

39.4

22.7
19.7

9.1 10.2 8.7
3.4 3.4

0%

20%

40%

60%

80%

共働きの男性（①）

共働きの女性（②）

 

女性は男性より９.４ｐｔ高い 
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１． 子育て世帯のお金について 

 

■明治安田生命 人事部 ダイバーシティ推進室 室長 淡路 なな恵 

 

 

 

～当社の両立支援（男性育休取得促進）に向けた取組みを紹介～ 

当社では「ワーク」と「ライフ」の好循環により、従業員のエン

ゲージメントを高め、生産性の向上をめざす「ワーク・ライフ・マ

ネジメント」の考え方のもと、社内の意識改革を図ってきました。

社内イントラ上で運営している「ダイバーシティ＆インクルージョ

ン推進サイト」には男性の育休取得者の体験談を掲載しています。 

そのなかで、育休を取得するための準備や育休期間中の過ごし方、

そして取得した結果、家庭や自分自身にどのような変化があったか

を写真とともに紹介することで、これから取得を考えている男性

職員の不安を軽減するとともに、育休期間を有意義に過ごすための

ヒントを伝えています。また男性職員向けに育児ハンドブックの

制作や、オンラインセミナー等を開催し、男性の育児参画の必要性

や役割、社内の両立支援制度などを紹介しています。 

上司に向けた取組みも行なっており、男性部下の育休取得に向けた

取組みを得点化する「ワーク・ライフ・マネジメントプログラム」

を毎年実施し、所属の評価に反映しています。男性育休に理解の

ある上司のもとでは、女性職員も働きやすいようです。２０１０

年、男性の育休取得者は０名でしたが、２０２１年度は１１２名の

対象者全員が育休を取得し、２年連続１００％を達成しています。 

～当社の男性職員が仕事と子育ての両立で工夫していること～ 

（社内サイト掲載事例等の男性職員の声） 

○子育ては「手伝うもの」ではなく「あたりまえなもの」、ということを念頭におき、

家事は無理のない範囲で分担しています。仕事が忙しいときや、妻が疲れていると

き等、お互いの状況に応じて臨機応変に支え合えるよう、担当は固定しすぎないよ

うにして、完璧さも求めないようにしてストレスをなるべく減らし、自然体で子育

てに臨めるよう、家族内で心掛けています。（３０代 子ども２人） 

 

○子育てについては、授乳以外は男性でも行なうことができる意識をもつようにして

います。保育園への送り迎え・夕食支度・お風呂・寝かしつけ等を中心に、テレワ

ークや時差出勤を活用しながら、休日だけではなく平日もできる限り行なうように

しています。また、子どものご飯は休日にまとめて作り、冷凍保存することで、

平日はレンジで温めるだけでご飯の支度が完了するように工夫しています。 

（２０代 子ども２人） 
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２.子育て世帯のお金について 

（１）子育てにかかる費用について 

子育て世帯、物価高による負担実感は８割以上！食費が一番の負担に 

○子育て世帯の男女に、物価高による子育ての費用への負担について聞いたところ、「物価

高により負担を感じている」と回答した人は８５.２％でした。 

○項目別でみると、「食費（ミルク代やベビーフード、お菓子等も含む）」と回答する割合

が最も高く（５８.４％）、次いで、「電気・ガス代」（３６.５％）となり、生活費の値上

がりが続き、負担感が大きくなったと感じているようです。また、３番目に割合が大き

い項目は、「日用品（おむつ代等）」（３５.７％）で、子育ての必需品についても物価高

の影響が大きく表れています。 

○実際に子育てにかかる費用（月額）は、３９,２９９円と、昨年（３６,７９４円）から

２,５０５円増加し、２０１９年（４０,６８７円）の幼児教育・保育無償化（以下、幼

保無償化）導入前と同水準まで上がっています。子育て費用は幼保無償化等の影響によ

り軽減したものの、物価高によりその効果が打ち消されている可能性があります。 

■物価高により子育て費用に負担を感じているか 

 

 

 

 

 

 

■物価高により負担を感じている子育て費用 項目別（負担を感じている人が回答） 

  

 

 

 

 

 

食費（ミルク

代やベビー

フード、お菓

子等も含む）

自宅の電気・

ガス代等

日用品（お

むつ代等）

レジャー・旅行

費用（ガソリ

ン代の高騰や

航空機・電車

の運賃等）

習い事やお稽

古事の費用

（光熱費や

教材費の値

上げで月謝が

値上がり等）

衣類費 保育園・幼稚

園代（給食

費や教材費

等の値上がり

等）

その他

（%） （%） （%） （%） （%） （%） （%） （%）

58.4 36.5 35.7 26.3 19.9 18.9 17.2 1.1

58.4

36.5 35.7

26.3

19.9 18.9 17.2

1.1

0%

20%

40%

60%

80%
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■子育てにかかる費用（月額） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼保無償化等の影響で 

費用軽減 

物価高等の影響で 

費用増大 

 

■明治安田総合研究所 フェロー チーフエコノミスト 小玉 祐一 

 

～フェロー チーフエコノミスト 小玉 祐一はこう見る！～ 

物価高が子育て世帯にとって大きな負担になっていることが明らか

となりました。２０１９年１０月から始まった幼保無償化で、子育て

費用は大きく軽減されましたが、グラフには、物価高がその効果を

ほとんど打ち消している様子が表れています。 

総務省が発表している８月の全国消費者物価指数で、購入頻度別の

価格上昇率を見ると、「１ヵ月に１回程度以上」が前年比＋５.８％と

大きく上昇しているのに対し、「１ヵ月に１回程度未満」は同＋２.７％

にとどまっています。より購入頻度が高い前者には、食料品のほか、

ガソリンや電気代等、生活に欠かせない品目が多く含まれており、

これが消費者の生活を圧迫しています。 

足元では、原油価格が落ち着いてきたのに加え、政府のガソリン

補助金の効果もあって、エネルギー関連価格の上昇ペースは徐々

に鈍化しつつあります。一方、大幅な円安に伴う輸入品の価格上昇

は今後も続く見込みです。１０月以降もベビーフードをはじめ、

マヨネーズやアイスクリーム清涼飲料水など多くの品目の値上げ

が決定済です。子育て家計にとっては物価高が大きな重荷となる

状況が来年にかけても続きそうです。 
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（２）子育て世帯の収入について 

子育て世帯の平均年収は男女ともにアップも、男性若年層ではダウン 

○子育て世帯の年収は、男性が６３８万円、女性が１６８万円となりました。 

○男性は、昨年の６１９万円から１９万円アップしていますが、年代別でみると、３５～

４４歳のミドル層で４１万円アップしているのに対し、２０～３４歳の若年層では、

１１万円ダウンの結果で、年代により違いがみられました。 

○さらに、調査を開始した５年前と比較すると、若年層は６万円のアップに対し、ミドル

層は約８０万円アップしており、大きな差がみられます 

■子育て世帯の年収推移        ■子育て世帯男性の年代別年収の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 子どもをさらに欲しいか 

男性 女性

2022年 806万円 638万円 168万円

2021年 782万円 619万円 163万円

2020年 787万円 634万円 153万円

2019年 755万円 626万円 129万円

2018年 755万円 606万円 149万円

世帯合計

 

■明治安田総合研究所 フェロー チーフエコノミスト 小玉 祐一 

 

 

 

フェロー チーフエコノミスト 小玉 祐一はこう見る！ 

子育て世帯の収入が上昇しているのはいいニュースです。実際、

２０２２年の春闘では、賃上げ率が３年ぶりに２％台に乗せたほ

か、経団連の調査では、大企業の夏のボーナスが前年比＋８.７７％

の増加となったことも明らかになっています。 

ただ、ここでも物価高の影響が問題になります。アンケートで

示された子育て世帯合計の年収の上昇率は同＋３.１％ですが、８月

の全国消費者物価指数（総合指数）の上昇率が同＋３.０％に達して

いることを踏まえると、ほとんど相殺されてしまいます。また、

２０～３４歳の年収はダウンしています。同じ子育て世帯でも、

若い夫婦にとっては年収ダウンに加え、物価上昇がダブルパンチに

なっている構図です。物価の早期沈静化が待たれるところです。 
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３.子どもを望む気持ちについて 

子どもをもつ男性、子どもを「さらに欲しい」という気持ちは年々上昇 

一方女性は、金銭面での不安により「欲しいが難しい」が上昇！？ 

○子どもを「さらに欲しい」と回答した人は全体で２９.５％と、昨年（２８.７％）から 

横ばいの結果となりました。 

○男女別でみると、男性は子どもを「さらに欲しい」の回答が２.６ｐｔ上昇（昨年：２３.

８％→今年：２６.４％）し、過去５年間で男性の「さらに欲しい」という気持ちは、

年々上昇しています。 

○さらに、育休を取得した男性と取得していない男性で、子どもを「さらに欲しい」と回

答した割合を比較してみると、育休を取得した男性は、３７.１％であるのに対し、取得

していない人は２３.３％と、１３.８ｐｔの差がありました。育休の取得で子育ての機

会が増えた男性は、子どもを「さらに欲しい」という気持ちが芽生えたのかもしれませ

ん。 

○一方女性は、子どもを「さらに欲しい」の回答が１.１ｐｔ減少（昨年：３３.６％→今

年：３２.５％）しました。女性の子どもを「さらに欲しい」という気持ちは、幼保無償

化による教育費軽減の効果もあったのか、２０２０年（３９.５％）に一気に上昇したも

のの、それ以降は年々減少しています。 

○また、女性の回答では、「欲しいが難しい」（昨年：２９.８％→今年：３４.４％）が上

昇しています。その理由をみると、「将来の収入面に不安がある」（５５.６％）がトップ

で、次いで「教育費がかかる」（４８.７％）「生活費がかかる」（４６.６％）と、金銭面

により「欲しいが難しい」と感じている女性が多くみられ、これらの３つの理由の回答

割合を昨年と比較すると、それぞれ１０ｐｔ以上の上昇がみられます。 

○女性の子どもを欲しいと望む気持ちは金銭面の不安と隣り合わせで、金銭面の不安が解

消されれば、女性が子どもを「さらに欲しい」という気持ちになりやすいのかもしれま

せん。 
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■子どもを望む気持ちの推移（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■子どもを望む気持ちの推移（男性）      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■男性の育休取得状況と「さらに欲しい」という気持ちの関係 

 

 

 

 

 

 

子どもを「さらに欲しい」と

回答した割合

育休を取得０日の男性
23.3%

育休を１日以上

取得した男性 37.1%
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■子どもを望む気持ちの推移（女性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「欲しいが難しい」と回答した女性の主な理由（昨年との比較） 

 

将来の収入

面に不安があ

るから

教育費がかか

るから

生活費がかか

るから

（%） （%） （%）

2022年 55.6 48.7 46.6

2021年 45.1 37.2 34.1

55.6
48.7 46.645.1

37.2
34.1
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40%
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